
　　

総
会
報
告
を
い
た
す
前
に
、
関
西
支

部
の
歴
史
を
少
し
ひ
も
と
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
関
西
支
部
の
結
成
は
、
本
部

の
藤
井
賢
治
会
長
（
Ｓ
二
十
七
年
卒
）

の
要
請
で
、
本
部
の
繁
原
宗
一
郎
副
会

長
（
Ｓ
二
十
八
年
卒
）
が
、
東
寛
氏
（
Ｓ

二
十
八
年
卒
）
に
協
力
を
求
め
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
東
先
輩
は
、
誠
実

真
摯
で
、
遠
山
一
美
さ
ん
（
Ｓ
二
十
八

年
卒
）
等
有
志
と
共
に
、
男
子
一
回
生

の
椙
尾
重
勝
氏
（
Ｓ
二
十
七
年
卒
）
に

相
談
、
椙
尾
氏
を
初
代
会
長
に
就
任
願

い
、
発
足
準
備
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

数
回
の
会
合
を
重
ね
、
昭
和
五
十
二
年

十
月
十
六
日
に
支
部
結
成
総
会
が
開
催

さ
れ
、
大
谷
英
彦
氏
（
Ｓ
二
十
八
年
卒
）

を
第
二
代
会
長
（
支
部
長
）
に
選
出
、

関
西
支
部
と
し
て
の
組
織
的
活
動
が
始

ま
り
ま
す
。
以
後
、
東
寛
第
三
代
会
長
、

船
越 

治
生
第
四
代
会
長
（
Ｓ
三
十
三
年

卒
）
、
中
野
芳
一
第
五
代 

会
長
（
Ｓ
三

十
四
年
卒
）
と
続
き
、
私
で
第
六
代
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
、
東

先
輩
の
、
誠
実
真
摯
な
人
柄
が
多
く
の

人
た
ち
を
結
集
さ
せ
、
今
日
の
関
西
支

部
の
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
歴
代
会
長

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
基
づ
い
て
、

多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
非

力
な
が
ら
私
は
私
の
個
性
で
、
故
郷
「
田

川
」
及
び
母
校
と
関
西
会
員
相
互
の
絆

を
つ
な
ぐ
、
架
け
橋
と
し
て
努
力
を
重

ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
指
導
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

 

　

　

さ
て
、
第
十
七
回
関
西
支
部
総
会
は
、

中
野
顧
問
、
大
江
幹
事
長
の
お
力
添
え

に
よ
り
、
二
〇
〇
七
年
六
月
十
一
日
（
日
）

ホ
テ
ル
京
阪
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ
で

開
催
し
ま
し
た
。　

本
部
か
ら
安
蘇
龍
生

会
長
、
吉
永
俊
嗣
校
長
、
前
田
晃
稔
恩
師
、

北
九
州
支
部
か
ら
植
田
士
郎
副
支
部
長
、

朋
友
同
窓
会
と
し
て
関
西
岳
陽
会
（
田

川
高
校
）
か
ら
奥
田
利
一
会
長
、
橋
本

博
事
務
局
長
を
来
賓
と
し
て
迎
え
、
賑
々

し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
開
会
に
先
立
ち
母
校
八
十
周

年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
、
気
分
の
高

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
総
会
へ
。
会
務
・
決

算
と
単
調
に
な
り
が
ち
な
総
会
も
、
安

蘇
会
長
の
、
炭
坑
節
を
広
め
た
赤
坂
小

梅
さ
ん
の
映
画
化
の
話
、
炭
坑
文
化
の

発
掘
と
シ
ン
ボ
ル
の
二
本
煙
突
の
世
界

遺
産
登
録
申
請
の
話
等
々
、
名
調
子
の

ご
挨
拶
（
ま
る
で
授
業
を
受
け
て
い
る

よ
う
な
気
分
で
し
た
）
で
、
一
気
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
長
先
生
の
、

関
西
支
部
の
指
導
者
派
遣
に
よ
り
、
野

球
部
が
筑
豊
五
地
区
大
会
準
優
勝
等
の

結
果
が
表
れ
つ
つ
あ
る
話
に
、
皆
気
を

よ
く
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
議
事
は
異

議
な
し
の
拍
手
で
あ
っ
さ
り
終
了
。
ま

さ
に
和
や
か
な
燦
々
総
会
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
大
阪
な
ら
で
は
の
趣

向
を
凝
ら
し
て
、
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み

の
ジ
ョ
ニ
ー
広
瀬
さ
ん
の
目
の
前
で
の

マ
ジ
ッ
ク
、
い
く
ら
見
て
も
分
か
ら
ず

目
を
白
黒
。
ま
た
、
演
歌
歌
手
の
松
浦

ゆ
み
さ
ん
の
炭
坑
節
、
会
場
輪
に
な
っ

て
踊
り
ま
し
た
。
安
蘇
会
長
は
、
マ
ジ
ッ

ク
に
も
演
歌
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
講
評
を

し
、
一
人
も
て
の
ご
様
子
で
し
た
。
飲

む
の
も
食
べ
る
の
も
喋
る
の
も
忙
し
い
、

あ
っ
と
い
う
間
の
三
時
間
で
し
た
。
四

十
一
年
卒
の
方
々
が
還
暦
同
期
会
で
遠

路
参
加
い
た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
二
年
後
の
再
会
を
約
束
し
て

閉
会
、
二
次
会
は
遅
く
ま
で
楽
し
み
ま

し
た
。

関
西
支
部
支
部
長

永
幡　

昶
惠

(

昭
和
三
十
六
年
卒)
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第
十
七
回
関
西
支
部
燦
々
総
会

支部だより


